
高
等
学
校
に
お
け
る
古
典
教
育
実
践
の
展
開

｜
｜
大
阪
府
立
高
等
学
校
教
諭
A
の
場
合
｜
｜

は
じ
め
に

高
等
学
校
に
お
け
る
古
典
教
育
実
践
史
の
研
究
に
お
い
て
、
大
阪
府
立
高
等

学
校
教
諭
A

（
渡
辺
春
美
）
を
対
象
と
し
て
考
察
を
進
め
た
い
。

A
は
、
大
阪

府
立
和
泉
高
等
学
校
に
あ
っ
て
、
国
語
科
授
業
の
活
性
化
を
求
め
、
一
九
八
六

〈
昭
和
六
ご
年
三
月
か
ら
文
学
教
材
の
授
業
の
改
善
に
取
り
組
み
、
併
せ
て
一

九
八
八
〈
昭
和
六
三
〉
年
四
月
か
ら
は
、
古
典
（
古
文
）
教
材
の
授
業
改
善
に

取
り
組
ん
だ
。
古
典
の
授
業
の
多
く
は
、
主
題
の
基
に
複
数
教
材
を
開
発
・
編

成
し
、
理
解
活
動
と
表
現
活
動
を
関
連
付
け
、
言
語
活
動
を
多
様
に
組
み
入
れ

て
展
開
し
て
い
る
。
一
九
九
二
年
四
月
か
ら
は
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
か
ら
鳴

門
教
育
大
学
大
学
院
学
校
教
育
研
究
科
教
科
・
領
域
教
育
専
攻
合
一
豆
諸
系

コ
l
ス
）
に
派
遣
さ
れ
、
占
典
教
育
論
を
中
心
に
研
究
を
進
め
、
一
九
九
四
年

三
月
に
修
了
し
て
い
る
。
修
了
後
は
大
学
院
に
お
け
る
研
究
を
継
続
、
発
展
さ

せ
る
と
と
も
に
、
古
典
教
育
理
論
史
、
古
典
教
育
実
践
史
の
研
究
に
取
り
組
み
、

そ
れ
ら
に
学
び
つ
つ
ト
内
典
教
育
の
改
善
に
取
り
組
ん
だ
。

本
稿
で
は
、

A
の
一
九
八
八
年
度
以
降
の
古
典
教
育
実
践
を
対
象
と
し
て
、

渡

春

美

辺

そ
の
内
実
を
と
ら
え
る
と
と
も
に
、
戦
後
古
典
教
育
実
践
史
に
位
置
付
け
た
い
。

古
典
教
育
実
践
研
究
の
展
開

（
ご
実
践
研
究
の
歩
み

A
は
、
自
身
の
国
語
教
育
実
践
と
研
究
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
第
一
期
（
一

九
七
五
年
1
一
九
八
五
年
）
文
学
研
究
試
行
期
、
第
二
期
二
九
八
五
年
1
一

九
九
二
年
）
国
語
科
授
業
活
性
化
の
探
究
期
川
、
第
三
期
（
一
九
九
三
年
1
一

九
九
九
年
）
国
語
科
授
業
活
性
化
の
探
究
期
山
、
第
四
期
ご
九
九
九
年
1
）

申。
T
A

国
語
教
育
研
究
期
の
四
期
に
分
け
て
い
る
。

こ
の
内
、
第
二
期
に
つ
い
て
は
「
国
語
教
育
に
本
格
的
に
取
り
組
も
う
と
し

た
時
期
で
あ
る
。
日
々
の
国
語
教
育
を
正
面
に
据
え
、
生
涯
の
仕
事
と
し
て
取

＊
2
 

り
組
も
う
と
考
え
た
o
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
二
期
は
、
文
学
研
究
か
ら
国
語

教
育
研
究
を
中
心
に
据
え
る
に
至
っ
た
転
換
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
切
っ
掛
け
は
、

十
数
年
の
教
職
経
験
を
持
ち
な
が
ら
、
授
業
に
お
け
る
生
徒
の
反
応
の
乏
し
さ

に
対
し
、
質
問
を
易
し
く
す
る
こ
と
で
対
処
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

そ
の
授
業
に
対
し
て
、
生
徒
の
一
人
が
、
教
科
書
を
な
ぞ
る
こ
と
ば
か
り
や
っ
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キ

3

て
い
る
と
す
る
不
満
の
声
を
上
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
安
易
な
授
業
改
善
に

対
す
る
鋭
い
批
判
で
あ
っ
た
。
国
語
科
授
業
の
活
性
化
の
探
究
は
、
こ
の
一
人

の
生
徒
の
声
に
促
さ
れ
て
踏
み
出
し
た
と
も
い
え
る
。

実
践
研
究
の
歩
み
の
第
二
期
・
第
三
期
が
、
高
等
学
校
に
あ
っ
て
、
活
性
化

を
求
め
て
授
業
の
改
善
に
取
り
組
ん
だ
時
期
で
あ
っ
た
。
活
性
化
さ
れ
た
国
語

の
授
業
に
つ
い
て
は
、
「
①
生
徒
が
音
山
欲
的
に
学
習
の
場
に
参
加
し
、
各
自
が
、

い
き
い
き
と
活
動
し
、
発
言
し
、
聴
き
あ
う
と
い
う
、
具
体
的
な
学
習
活
動
を

通
し
て
、
理
解
（
感
動
）
を
深
め
、
表
現
し
、
充
実
感
、
達
成
感
を
持
つ
授

業
／
②
授
業
に
お
け
る
一
連
の
学
習
の
過
程
に
よ
っ
て
、
学
習
者
一
人
ひ
と
り

が
国
語
の
力
を
身
に
つ
け
、
自
立
し
た
学
び
手
と
し
て
育
っ
て
い
く
授
業
」
と

述
べ
、
「
こ
の
二
つ
を
併
せ
も
っ
た
授
業
を
活
性
化
さ
れ
た
授
業
と
考
え
た
い
。

こ
の
よ
う
な
授
業
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
習
者
に
、
言
葉
を
と
お
し
て

也
争

A
せ

豊
か
に
生
き
る
力
を
育
み
た
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
o
」
と
し
た
。
授
業
の
改
善

方
法
に
つ
い
て
は
、
「
授
業
の
実
際
を
書
き
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
①
授
業

の
活
性
化
の
た
め
の
実
践
上
の
課
題
を
見
い
だ
し
、
②
そ
の
課
題
解
決
の
た
め

の
工
夫
を
授
業
で
試
み
、
③
そ
れ
を
書
き
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
工
夫
の
有

効
性
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
実
践
上
の
課
題
を
得
る
、
と
い
う
こ
と

＊
FD 

を
繰
り
返
し
な
が
ら
授
業
の
活
性
化
を
確
か
な
も
の
に
す
る
o
」
と
螺
旋
的
サ
イ

ク
ル
に
よ
る
改
善
を
実
行
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
、
古
典
の

授
業
改
善
は
、
第
二
期
・
第
三
期
に
集
中
的
に
取
り
組
ま
れ
た
。

（
二
）
古
典
（
古
文
）
教
育
実
践
の
展
開

高
等
学
校
に
お
け
る
古
典
教
育
実
践
に
関
す
る
報
告
は
、
次
の
よ
う
に
二

期
・
三
期
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。

［
二
期
］
①
「
源
氏
物
語
』
指
導
の
試
み
古
典
に
親
し
む
態
度
の
育
成
を
目
指
し

て
」
（
『
月
刊
国
語
教
育
』
一
九
八
九
年
三
月
〈
四
月
号
〉
東
京
法
令
出

版）

②
「
源
氏
物
語
」
指
導
の
試
み
｜
班
別
学
習
に
よ
る
「
愛
と
誇
り
」
の
学
習

l

（
「
月
刊
国
語
教
育
』
一
九
八
九
年
九
月
〈
一

O
月
号
〉
東
京
法
令
出
版
）

③
「
源
氏
物
語
様
々
な
愛
の
姿
」
の
学
習
指
導
｜
古
典
の
学
び
手
を
育
て

る
単
元
学
習
の
試
み
｜
（
『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』
二
七
一
号
一
九
九
四

年
一
一
月
日
本
国
語
教
育
学
会
）

④
古
典
入
門
期
指
導
の
試
み
学
ぶ
意
味
に
触
れ
る
授
業
を
目
指
し
て

（
「
国
語
教
室
』
一
九
九
O
年
一
一
月
大
修
館
書
店
）

⑤
「
『
伊
勢
物
語
』

l
み
や
び
の
世
界
を
歩
く
｜
」
の
試
み
（
第
五
四
回
国
語
教

育
全
国
大
会
第
一
九
分
科
会
〈
日
本
国
語
教
育
学
会
〉
一
九
九
一
年
八
月

一
一
日
）

［
三
期
］
⑥
古
典
教
材
の
授
業
活
性
化
の
試
み
｜
「
『
大
鏡
』
歴
史
を
生
き
た
人
々
」
の

場
合
（
第
三
三
回
広
島
大
学
教
育
学
部
国
語
教
育
学
会
一
九
九
二
年
八

月
広
島
大
学
教
育
学
部
）

⑦
古
典
の
授
業
活
性
化
の
試
み
｜
『
日
本
、
水
代
蔵
』
の
学
習
指
導
を
中
心
に
｜

（
『
和
泉
紀
要
』
第
二
二
号
一
九
九
六
年
三
月
大
阪
府
立
和
泉
高
等
学

校）
⑧
国
語
科
授
業
活
性
化
の
試
み
「
枕
草
子
」
の
学
習
指
導
の
場
合
（
『
研
究

紀
要
』
二
三
号
一
九
九
六
年
三
月
大
下
学
園
国
語
科
教
育
研
究
会
）

⑨
『
徒
然
草
」
学
習
指
導
の
試
み
｜
表
現
を
軸
と
し
て
｜
（
『
国
語
教
育
研
究
」
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第
四
O
号
一
九
九
七
年
三
月
広
島
大
学
教
育
学
部
光
葉
会
）

⑩
古
典
の
授
業
活
性
化
の
試
み
表
現
を
軸
と
し
た
「
枕
草
子
』
の
学
習
指

導
｜
（
『
和
泉
紀
要
』
第
二
四
号
一
九
九
八
年
七
月
大
阪
府
立
和
泉
高

等
学
校
）

⑪
場
面
を
と
ら
え
読
み
を
深
め
る
古
典
の
学
習
指
導
『
伊
勢
物
語
』
（
初
冠
）

を
中
心
に
｜
（
『
語
文
と
教
育
』
第
一
一
一
号
二

O
O七
年
八
月
鳴
門
教

育
大
学
国
語
教
育
学
会
）

A
の
古
典
教
育
実
践
研
究
の
展
開
は
、
こ
れ
ら
の
実
践
論
考
に
よ
っ
て
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
主
題
単
元
学
習
と
し
て
の
展
開
で
あ
っ

た
。
①
1
③
は
同
一
の
実
践
に
お
け
る
展
開
過
程
の
異
な
る
授
業
場
面
の
実
践

報
告
、
ま
た
実
践
を
踏
ま
え
た
提
案
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、

同
①
1
④
、
⑦
及
ぴ
⑨
は
、
す
べ
て
主
題
と
そ
の
下
位
に
設
定
し
た
小
主
題
の

基
に
教
材
を
開
発
・
編
成
し
、
主
題
の
追
求
過
程
に
理
解
と
表
現
の
関
連
指
導

を
取
り
入
れ
て
授
業
を
組
み
立
て
て
い
る
。
次
に
、
川
⑤
⑧
は
主
題
に
基
づ
く

授
業
と
し
て
は
①

1
④
・
⑨
に
同
じ
で
あ
る
が
、
指
導
過
程
を
基
本
↓
応
用

（
↓
発
展
）
と
段
階
的
に
し
、
主
題
の
追
求
を
軸
と
し
、
応
用
段
階
で
グ
ル
ー
プ

学
習
を
取
り
入
れ
て
授
業
を
進
め
て
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
川
⑥
⑩
は
、
こ
れ
ま

で
の
方
法
を
生
か
す
と
と
も
に
、
基
本
↓
応
用
（
↓
発
展
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
学

習
活
動
で
ど
の
よ
う
な
技
能
を
育
成
す
る
か
を
考
え
て
授
業
を
組
み
立
て
た
。

他
に
⑬
は
、
求
め
ら
れ
て
行
っ
た
一
時
間
の
み
の
研
究
授
業
を
考
察
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
授
業
は
主
題
単
元
学
習
と
し
て
構
想
し
て
い
る
。
概
括
す
れ
ば
、

A
の
古
典
教
育
実
践
は
、
お
お
む
ね
同
主
題
を
軸
に
し
た
実
践
↓
川
主
題
を
軸

に
し
た
段
階
的
指
導
過
程
に
よ
る
実
践
↓
何
主
題
を
軸
に
し
た
段
階
的
指
導
過

程
に
学
力
育
成
を
組
み
入
れ
た
実
践
へ
と
展
開
し
た
と
い
え
る
。

古
典
教
育
論

以
下
、
上
記
に
述
べ
た
何
段
階
の
古
典
教
育
に
つ
い
て
、
①
古
典
教
育
観
、

②
古
典
教
育
の
方
法
、
③
古
典
を
読
む
力
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

（
一
）
古
典
教
育
観

1

古
典
観

A
は
、
古
典
を
、
人
に
応
じ
時
に
応
じ
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
多
様
で
柔
軟
な

価
値
を
内
包
し
て
い
る
と
ら
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
磯
貝
英
夫
・
大
江
健
三

＊
7

＊
8
 

郎
の
文
学
観
、
浮
橋
康
彦
の
古
典
観
、
さ
ら
に
は
関
口
安
義
の
読
者
論
、
益
田

＊
山

勝
実
の
古
典
教
育
論
、
さ
ら
に
は
、
次
の
長
谷
川
孝
士
の
古
典
教
育
論
に
も
学

び
、
古
典
を
次
に
述
べ
る
よ
う
に
把
握
す
る
に
至
っ
た
。

- 33 

古
典
は
、
文
芸
作
品
を
含
め
て
、
時
代
を
生
き
た
人
々
の
生
活
と
精
神

の
記
録
で
あ
る
。
古
典
が
、
そ
れ
自
体
で
価
値
を
内
包
し
て
い
る
の
で
は

な
い
。
長
谷
川
孝
士
の
言
、
つ
よ
う
に
、
「
古
典
を
古
典
た
ら
し
め
る
も
の
は

実
は
読
み
手
主
体
な
の
で
あ
る
。
そ
の
価
値
も
音

そ
れ
を
発
見
し
、
引
き
出
し
て
、
初
め
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
要
す
る

に
、
古
典
か
ら
読
み
手
へ
の
働
き
か
け
と
読
み
手
か
ら
古
典
へ
の
働
き
か

け
と
、
こ
の
相
互
作
用
の
う
え
に
、
初
め
て
古
典
が
古
典
と
し
て
成
立
し

＊
日

機
能
す
る
」
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
「
相
互
作
用
」
を

通
し
て
古
典
を
イ
メ
ー
ジ
化
し
、
そ
こ
に
様
々
な
意
味
を
見
出
す
。
そ
れ



は
、
現
代
の
生
活
と
精
神
を
相
対
化
し
、
反
省
を
促
し
、
生
き
る
こ
と
へ

の
指
針
、
示
唆
を
得
さ
せ
る
。
こ
こ
に
こ
そ
古
典
の
生
命
が
あ
り
、
尚
子
ぶ

意
味
が
見
出
さ
れ
る
o

（
渡
辺
春
美
「
古
典
に
対
す
る
興
味
関
心
喚
起
の

方
略
」
（
「
月
刊
国
語
教
育
』
二

O
一
O
年
一

O
月
東
京
法
令
社
一
一
一
一

頁）
こ
こ
に
は
、
古
典
を
、
学
習
者
と
の
関
係
の
中
に
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
関
係
概

念
と
す
る
古
典
観
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
古
典
観
に
立
つ
と
き
、
学
習

者
の
古
典
へ
の
積
極
的
な
関
わ
り
は
、
読
み
に
不
可
欠
の
こ
と
と
し
て
求
め
ら

れ
る
。
そ
の
上
で
、
豊
か
な
古
典
教
育
は
、
①
学
習
者
と
古
典
と
の
出
会
い
を

確
か
な
も
の
と
し
、
②
学
習
者
自
ら
が
古
典
を
創
造
的
に
読
み
、
感
動
・
認
識

を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
価
値
を
発
見
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

③
学
習
者
の
古
典
を
読
む
力
を
育
て
る
こ
と
を
通
し
て
、
④
自
立
し
た
古
典
の

学
び
手
を
育
て
る
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
る
、
と
考
え
る
に
至
っ
た
。

古
典
教
育
の
方
法

古
典
教
育
の
方
法
に
関
し
て
は
、
授
業
の
活
性
化
を
求
め
て
先
行
の
実
践
、

研
究
に
学
び
つ
つ
、
試
行
錯
誤
し
、
検
証
し
て
有
効
性
を
確
か
め
て
い
っ
た
。

以
下
は
、
そ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

川
古
典
の
授
業
活
性
化

古
典
の
授
業
手
つ
く
り
は
、
学
習
者
が
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
取
り
組
む
授
業

づ
く
り
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
適
切
な
教
材
の
開

発
、
編
成
の
ほ
か
に
、
授
業
づ
く
り
の
基
礎
と
し
て
、
授
業
の
、
ア
個
別
化
、

イ
活
動
化
、
ゥ
。
協
同
化
、
毛
創
造
化
発
展
化
を
考
え
た
い
。

2 

オ

個
別
化
｜
学
習
を
で
き
る
だ
け
個
々
の
学
習
者
に
合
っ
た
も
の
に
す
る
。

そ
の
た
め
に
、
教
材
の
複
数
化
、
学
び
の
方
法
の
複
線
化
を
行
い
、
学
習
者

個
々
が
自
ら
の
学
習
を
選
択
し
、
生
き
生
き
と
学
習
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

ィ
．
活
動
化
｜
主
体
的
、
積
極
的
に
、
学
習
者
自
ら
が
課
題
を
把
握
し
、
解

決
し
て
い
く
過
程
で
、
話
す
・
聞
く
、
読
み
、
書
く
活
動
を
、
個
別
、
あ
る
い

は
グ
ル
ー
プ
別
に
行
う
よ
う
に
し
、
積
極
的
に
取
り
組
み
つ
つ
、
言
語
能
力
を

つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
活
動
を
取
り
入
れ
る
。

ウ

協

同

化

l
学
習
者
が
協
同
で
学
習
に
取
り
組
み
、
対
話
、
交
流
す
る
こ

と
を
と
お
し
て
、
学
習
が
深
ま
る
よ
う
に
授
業
を
作
る
。

エ
創
造
化
｜
学
習
を
創
造
的
に
す
る
。
再
話
、
創
作
、
リ
ラ
イ
ト
、
作
中

人
物
へ
の
手
紙
、
作
中
人
物
の
日
記
、
続
き
物
語
の
創
作
、
劇
化
、
絵
画
化
な

ど
を
目
標
に
応
じ
有
効
に
用
い
、
楽
し
い
学
習
に
す
る
。

オ
発
展
化
理
解
か
ら
表
現
へ
の
発
展
的
関
連
指
導
を
取
り
入
れ
た
り
、

基
本
↓
応
用
↓
発
展
な
ど
の
段
階
的
、
発
展
的
指
導
過
程
に
、
一
斉
、
グ
ル
ー

プ
、
個
別
と
指
導
形
態
を
対
応
さ
せ
た
り
し
て
学
習
を
主
体
的
に
し
、
効
果
的

に
す
る
。

以
上
を
、
部
分
的
に
取
り
入
れ
た
り
、
組
み
合
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
生
き
生
き
と
し
た
、
楽
し
く
、
充
実
感
の
あ
る
古
典
の
授
業
に
す
る
。
こ

の
よ
う
な
授
業
作
り
に
よ
っ
て
、
占
典
に
親
し
む
授
業
な
つ
く
り
が
可
能
に
な
る

と
す
る
。

ア
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間
目
標
の
二
重
構
造
に
基
づ
く
言
語
活
動
の
組
織
化

古
典
の
指
導
計
画
を
、
生
き
生
き
と
し
た
授
業
づ
く
り
の
方
法
に
よ
っ
て
行

い
た
い
。
次
表
の
よ
う
に
、
学
習
者
が
古
典
の
読
み
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、



理
解
（
感
動
）
を
深
め
、
学
習
に
充
実
感
を
持
て
る
よ
う
に
指
導
す
る
。
と
と

も
に
、
指
導
者
は
、
指
導
の
過
程
で
、
興
味
・
関
心
、
音
い
欲
や
目
標
達
成
の
意

識
に
貫
か
れ
た
言
語
活
動
を
組
織
し
、
聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と
、
読
む
こ
と
、

書
く
こ
と
、
お
よ
び
言
語
事
項
に
関
す
る
国
語
の
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指

す。

↑

↑

↑

 

胃杢干向
H

一
玄
白
書
官
】
づ
一
時
間
）

宇
正
目
標
｜
「
伊
勢
翌
日
」
の
み
や
び
の
一
的
二
上
者
一

↑
怠
↑
一
）
世
界
を
追
究
す
る
。
ー
一
成
一
一
一
一

一
②
初
段
「
初
冠
」
を
モ
デ
ル
品
書
日
と
し
一
院
一
一
上
事
一

↑
礎
↑
一
て
読
む
o

i

l

－－
4

一

基
一
④
晶
子
羽
田
方
法
を
理
解
す
る
。
一
↑
l

一
言
一

1

一
主
主
許
画
を
理
す
る
。
一
一

t
一

ふ

l

i

l

i

－
－
ト
｜
I
L－
－
ー
ト
l
i
l－
－

き
興
味
－
関
心
。
一
一
一
応
用
語
日
グ
引
割
高
ベ
ヨ
剛
聞
コ

生
一
↑
一
意
欲
を
継
続
す
る
c

一

一

ψ
教
竹

4
・6
・
ぉ
・
羽
・

5
是

か

一

「

」

こ
一
選
択
す
る
力
。
一
↑
本
↑
一
ら
選
ぶ
o

町
一
工
者
一

吋
一
↑
一
応
用
す
る
力
。
一
法
一
⑦
一

O
班
の
内
、
一
一
班
が
一
教
材
に
取
一
発
一
一
一
一

酌
一
一
音
声
で
表
萌
す
る
力
。
一
↑
－
↑
一
り
組
み
、
「
み
や
び
探
し
」
を
行
つ
o

一
内
一
一
↑
一
導
一

監
一
間
〈
力
。
一
議
事
課
題
の
追
究
、
話
し
合
い
を
F
行
V

－
1
－
一
一
一

二
↑
評
価
す
る
力
。
一
↑
妻
↑
一
⑤
追
君
主
の
ま
と
め
を
行
ミ
一
↑
一
指
一

制
一
日
憶
障
い
L

E

陸
倍
間
協
い
憧
匪
陣
防
じ
「
し

お

一

↑

↑

↑

空
一
廿
声
で
表
一
す
る
力
。
一
一
＼
一
二
十
日
一
一
…
線
引
州
劃
富
司
副
関
ゴ
斗

二
評
価
す
る
力
。
ー
一
十
世
霊
山
滞
在
主
雲
葬
会
室
町
中
川
町
三
者
一

一
一
認
識
の
深
ま
り
。
一
↑
－
↑
一
一
祭
察
総
会
；

γ……………
J

＼…フ
γ
一一：…一一知一一↑一一

一
↑
一
コ
、
ユ
ニ
ケ
1
シ
ニ
謙
一
警
高
い
で
霊
童
紘
一
二
二
人
…
…
内
一
二
三

一
一
童
明
言
ま
と
め
る
力
一
草
紙
薬
草
づ
き
町
一
芸
；
懇
丘
一
指
一

（
世
羅
博
昭
「
国
語
科
授
業
構
築
の
原
理
と
方
法
」
、
倉
津
栄
士
口
・
野
地
潤
家
監
修
、
世

羅
博
昭
・
三
浦
和
尚
編
著
『
朝
倉
国
語
教
育
講
座
5

授
業
と
学
力
評
価
」
二
O
O
四

年
九
月
朝
倉
書
店
四
O
頁
参
照
）

上
記
の
通
り
、
目
標
を
、
学
習
者
の
目
標
と
指
導
者
の
目
標
の
一
二
一
皇
構
造
に

し
、
授
業
の
構
造
を
二
重
に
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
典
に
親
し

み
、
人
間
や
現
実
に
関
す
る
認
識
を
深
め
、
文
化
の
根
を
発
見
す
る
と
と
も
に
、

国
語
の
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
目
標
の
二
重
構
造
化
は
、
古

典
を
活
か
す
国
語
科
の
授
業
と
し
て
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
c

同
授
業
へ
の
学
習
主
体
の
位
置
づ
け

生
き
生
き
と
し
た
授
業
づ
く
り
の
基
本
に
重
ね
て
、
古
典
の
授
業
づ
く
り
は
、

以
下
の
よ
う
に
、
学
習
者
の
主
体
的
参
加
を
重
視
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

①
学
習
者
を
伝
統
的
な
言
語
文
化
を
学
ぶ
「
主
体
」
と
し
て
学
習
指
導
を
行
う
。

授
業
づ
く
り
で
は
、
そ
の
基
本
と
し
て
学
習
者
を
「
主
体
」
と
し
て
授
業
に

位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
学
習
者
が
、
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
興

味
・
関
心
を
持
っ
て
積
極
的
に
関
わ
り
、
創
造
的
に
学
ぶ
よ
う
に
工
夫
す
る
。

②
学
習
者
の
実
態
に
即
し
た
古
典
作
品
の
教
材
化
を
行
う
。

学
習
者
を
「
学
習
主
体
」
と
す
る
た
め
に
は
、
興
味
・
関
心
を
育
て
る
と
と

も
に
、
進
ん
で
読
み
た
く
な
る
教
材
、
驚
き
が
あ
り
、
発
見
が
あ
る
教
材
、
ま

た
、
深
く
感
動
す
る
教
材
な
ど
の
開
発
、
編
成
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
言
語

抵
抗
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、
現
代
語
訳
を
用
い
た
り
、
傍
訳
教
材
を
用
い
た

り
し
て
、
教
材
の
価
値
を
学
習
者
が
自
ら
感
じ
と
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

③
古
典
教
材
と
学
習
者
の
出
会
い
を
演
出
し
、
興
味
・
関
心
を
育
て
る
。

学
習
の
入
り
口
で
教
材
と
の
新
鮮
な
出
会
い
を
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

出
会
い
を
演
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
習
へ
の
期
待
感
を
高
め
、
教
材
へ
の

興
味
・
関
心
を
育
て
、
意
欲
を
も
っ
て
教
材
に
取
り
組
も
う
と
す
る
姿
勢
を
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
習
は
内
面
化
し
、
学
習
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の
質
も
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。

④
学
習
者
が
主
体
的
な
活
動
を
行
い
、
表
現
を
通
し
て
教
材
と
の
関
わ
り
を
強

め
る
言
語
活
動
の
場
を
設
け
る
。

教
材
と
の
関
わ
り
を
強
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
古
典
は
、
学
習
者
の
中
で
生
命

を
得
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
継
承
と
創
造
も
こ
れ
な
し
に
は
成
し
え
な
い
。
読

み
な
れ
る
た
め
の
音
読
、
ま
た
、
考
え
感
じ
た
こ
と
を
表
現
す
る
朗
読
、
集
団

で
読
み
方
を
検
討
し
、
読
み
を
担
い
合
う
群
読
も
教
材
と
の
関
わ
り
を
強
め
る

方
法
で
あ
る
。
ま
た
、
訳
詩
、
絵
画
化
、
劇
化
、
漫
画
化
な
ど
の
創
造
的
な
表

現
も
、
楽
し
く
古
典
教
材
と
の
関
わ
り
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
。

⑤
主
体
的
な
学
び
手
の
育
成
の
た
め
に
、
学
び
の
方
法
を
学
ば
せ
、
身
に
付
け

さ
せ
る
場
を
設
け
る
。

学
習
者
は
、
古
典
に
親
し
み
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
、
自
ら
の
言
語
生
活

を
豊
か
に
す
る
。
と
と
も
に
、
古
典
の
継
承
、
発
展
に
関
わ
っ
て
い
く
。
そ
の

た
め
に
は
、
主
体
的
に
学
ぶ
学
習
者
を
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
例
え

ば
、
指
導
過
程
を
基
本
↓
応
用
↓
発
展
と
、
段
階
的
、
発
展
的
に
し
、
知
識
・

技
能
を
活
用
す
る
場
を
設
け
る
と
い
っ
た
こ
と
が
大
切
に
な
る
と
す
る
。

古
典
を
読
む
力
の
明
確
化

古
典
を
読
む
力
の
明
確
化
に
つ
い
て
、

A
は
、
「
伊
勢
物
語
』
の
学
習
指
導
の

キロ

反
省
の
中
で
言
及
し
て
い
る
。
伊
勢
物
語
の
実
践
で
は
、
基
本
↓
応
用
と
い
う

指
導
過
程
を
取
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
基
本
」
と
は
何
か
を
問
、
つ
こ
と
が
、
古

典
を
読
む
力
の
明
確
化
を
求
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
る
。

後
に
は
、
増
淵
恒
吉
・
田
近
淘
一
の
学
力
観
に
学
び
、
古
典
を
読
む
力
を
知

＊
日

識
・
技
能
・
態
度
に
分
け
て
、
次
の
よ
う
に
と
ら
え
る
に
至
っ
た
。

3 

［
知
識
］
に
は
、
①
一
言
語
要
素
、
②
言
語
表
現
、
③
古
典
に
表
れ
る
生
活
・
社

会
、
有
職
故
実
、
宗
教
、
④
古
典
の
書
か
れ
た
時
代
背
景
や
時
代
思
潮
に
関
す

る
知
識
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
［
態
度
］
に
つ
い
て
は
、
①
古
典
へ
の
興
味
関

心
、
②
古
典
に
親
し
み
、
進
ん
で
読
も
う
と
す
る
態
度
、
③
古
典
を
読
む
こ
と

に
よ
っ
て
、
豊
か
に
生
き
よ
う
と
す
る
態
度
が
考
え
ら
れ
る
。
［
技
能
］
に
つ
い

て
は
、
次
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
る
。

①
文
章
の
内
容
の
あ
ら
ま
し
を
、
よ
り
す
ば
や
く
、
よ
り
的
確
に
把
握
す
る

能
力
。

②
語
句
の
意
味
を
理
解
す
る
能
力
。

a

自
己
の
経
験
と
こ
と
ば
と
を
結
び
つ
け
る
能
力
。

b

辞
書
を
有
効
に
利
用
す
る
能
力
。

c．
語
句
の
意
味
を
文
中
に
定
着
す
る
能
力
。

d

漢
字
の
構
造
・
語
句
の
構
造
を
理
解
し
、
そ
れ
を
応
用
す
る
能
力
o

E

助
詞
・
助
動
詞
の
文
中
に
お
け
る
意
味
・
用
法
を
理
解
す
る
能
力
。

③
文
の
組
立
を
と
ら
え
文
意
を
明
ら
か
に
す
る
能
力
。

④
指
示
す
る
こ
と
ば
が
文
中
の
何
を
指
し
て
い
る
か
を
指
摘
す
る
能
力
。

⑤
文
と
文
と
の
連
接
関
係
を
と
ら
え
る
能
力
。

⑥
文
・
文
章
の
内
容
と
表
現
の
強
弱
軽
重
を
と
ら
え
る
能
力
。

⑦
必
要
な
ら
ば
、
注
釈
書
、
参
考
書
、
口
語
訳
を
利
用
す
る
能
力
。

⑧
表
現
形
態
に
即
し
た
読
み
方
を
す
る
能
力
。

A

主
と
し
て
論
理
的
文
章
の
場
合
（
略
渡
辺
）

文
学
的
文
章
の
場
合

作
品
の
形
態
や
傾
向
に
応
じ
た
読
み
方
が
で
き
る
能
力
。
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作
品
の
あ
ら
す
じ
を
と
ら
え
構
成
を
読
み
取
る
能
力
。

作
中
人
物
の
思
想
や
性
格
、
心
理
の
動
き
を
読
み
分
け
る
能
力
。
一

文
体
の
特
色
や
表
現
の
う
ま
み
な
ど
を
感
得
で
き
る
能
力
。
一

作
品
を
通
し
て
、
も
の
の
見
方
・
感
じ
方
・
考
え
方
な
ど
を
読
み
取
十

る

能

力

。

一

f

主

題

を

読

み

取

る

能

力

。

一

⑨

読

ん

だ

古

典

を

批

評

す

る

能

力

。

一

b c d e 

古
典
教
育
実
践

A
の
古
典
教
育
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
同
↓
川
↓
川
と
展
開
し
た
。
こ
こ

で
は
、
同
段
階
の
『
源
氏
物
語
』
の
実
践
、
お
よ
び
川
段
階
の
『
枕
草
子
』
の

授
業
実
践
を
と
り
あ
げ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
A
の
古
典
教
育
実
践
の
展
開
と
到

達
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
）
『
源
氏
物
語
』
の
授
業
実
践

A
は
、
一
九
八
八
年
度
に
、
一
年
間
に
わ
た
り
三
年
生
二
ク
ラ
ス
を
対
象
に

五
0
時
間
を
か
け
て
、
『
源
氏
物
語
』
の
授
業
を
行
っ
た
。

ー

目

標

目
標
は
、
ァ
源
氏
物
語
を
興
味
を
持
っ
て
、
楽
し
く
読
め
る
よ
う
に
す
る
、

イ
登
場
人
物
た
ち
の
様
々
な
愛
の
姿
を
読
み
と
り
、
自
分
な
り
の
感
想
を
持

つ
、
ウ
．
愛
の
在
り
方
や
人
生
に
つ
い
て
の
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方

を
深
め
る
、
ェ
生
涯
に
わ
た
っ
て
古
典
に
親
し
む
態
度
を
養
う
と
い
う
四
点

で
あ
る
。

目
標
達
成
の
工
夫

目
標
達
成
の
た
め
に
、
①
学
習
テ
l
マ
の
設
定
と
教
材
化
、
②
理
解
と
表
現

の
関
連
指
導
、
③
「
源
氏
物
語
ノ

1
ト
」
（
学
習
記
録
）
を
指
導
の
工
夫
と
し
た
0

3

教
材
化

教
材
化
は
、
次
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
。
『
源
氏
物
語
』
は
、
人
に
応
じ
、
時
に

応
じ
て
、
様
与
な
姿
（
主
題
）
を
見
せ
る
と
し
、
生
徒
の
関
心
・
興
味
を
引
く

主
題
、
共
感
あ
る
い
は
反
感
に
よ
っ
て
自
ら
を
確
か
め
得
る
よ
う
な
主
題
、
刺

激
と
揺
さ
ぶ
り
に
よ
り
自
ら
を
聞
い
、
考
え
を
深
め
る
よ
う
な
主
一
題
に
貫
か
れ

た
場
面
を
切
り
取
り
、
教
材
と
す
る
。
そ
れ
ら
を
関
連
づ
け
た
り
、
比
較
対
象

し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
み
は
深
ま
り
、
も
の
の
見
方
、
考
え
方
、
感

じ
方
が
深
め
ら
れ
る
。
そ
れ
を
実
感
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
典
に
親
し
み
人

生
を
豊
か
に
す
る
態
度
は
自
然
に
育
つ
と
考
え
た
。

4

授
業
の
実
際

「
様
々
な
愛
の
姿
」
を
テ
l
マ
に
、
「
世
の
中
の
し
く
み
と
愛
」
（
桐
査
更
衣
と

藤
章
）
、
「
愛
の
不
思
議
｜
従
う
女
と
従
わ
ぬ
女
」
（
夕
顔
と
空
蝉
）
、
「
愛
と
不

信
」
（
紫
上
の
物
語
）
、
「
母
の
愛
」
（
明
石
の
女
君
と
姫
君
）
の
小
一
ア
l
マ
を
設

定
し
、
関
連
し
た
現
代
の
参
考
文
、
感
想
文
も
教
材
と
し
つ
つ
、
興
味
・
関

心
・
問
題
音
謎
酬
を
高
め
、
読
み
に
向
か
わ
せ
、
表
現
と
結
ぴ
理
解
を
深
め
る
授

業
を
試
み
た
。
一
人
の
生
徒
は
、
「
源
氏
は
物
語
に
登
場
す
る
様
々
な
女
性
と
愛

か
ら
く
る
苦
悩
を
共
に
し
、
様
々
な
女
性
に
そ
の
人
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
の
仕

方
を
私
達
に
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
源
氏
の
苦
悩
は
多
か
れ
少
な
か
れ
私
達
の
社

会
に
も
共
通
す
る
も
の
を
含
ん
で
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
」
（
M
・
H
男
）
と

述
べ
て
い
る
。
多
く
の
感
想
文
に
『
源
氏
物
語
』
へ
の
共
感
・
驚
き
・
感
動
が
述

べ
ら
れ
、
生
徒
は
、
人
間
に
つ
い
て
、
そ
の
生
き
方
に
つ
い
て
、
愛
に
つ
い
て
、

2 
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社
会
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
、
読
み
手
と
し
て
成
長
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
0

5

学
習
指
導
の
成
果

こ
の
学
習
指
導
は
、
学
習
テ
l
マ
に
基
づ
き
、
本
文
を
読
む
こ
と
に
よ
る
理

解
X
と
、
参
考
を
読
む
こ
と
に
よ
る
理
解
Y
と
を
、
突
き
合
わ
せ
て
感
想
を
書

く
。
さ
ら
に
授
業
者
の
評
言
と
、
生
徒
の
感
想
文
（
二
名
印
刷
配
布
）
を
読
み
、

自
己
の
理
解
と
比
べ
考
え
る
こ
と
で
、
い
っ
そ
う
深
い
理
解
Z
に
至
っ
た
も
の

と
考
え
る
。
授
業
後
に
は
、
学
習
テ
i
マ
は
、
読
み
の
観
点
と
し
て
働
く
と
と

も
に
、
状
況
を
と
ら
え
る
観
点
と
し
て
も
働
く
こ
と
が
考
察
さ
れ
た
。
ま
た
、

生
徒
の
関
心
を
引
く
テ
i
マ
に
基
つ
く
教
材
化
の
有
効
性
を
問
う
も
の
と
も

な
っ
て
い
る
。

（
二
）
「
枕
草
子
』
の
揮
業
実
践

一
九
九
四
年
二
学
期
に
、
学
習
テ
l
マ
「
者
図
。
〉
列
凹
吋
（
）
d
・
清
少
納
言
？

＊
日
比

l
「
枕
草
子
』
を
読
む
」
の
基
に
授
業
実
践
を
行
っ
た
。

1

授
業
の
ね
ら
い

学
習
指
導
上
の
ね
ら
い
は
、
ア
清
少
納
言
の
五
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
関
す

る
ス
ピ
ー
チ
に
よ
る
興
味
・
関
心
の
喚
起
、
ィ
．
基
本
↓
応
用
を
軸
と
し
た
段

階
的
指
導
過
程
、
ウ
枠
組
み
作
文
に
関
す
る
学
習
の
手
引
き
に
よ
る
小
論
文

の
書
き
方
、
エ
章
段
（
類
緊
・
日
記
・
随
想
）
の
性
格
に
合
わ
せ
た
読
み
の

試
み
、
オ
古
典
を
読
む
力
の
措
定
と
育
成
の
五
点
に
絞
り
、
実
践
を
通
し
て

有
効
性
を
探
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

2

教
材

教
材
は
、
指
導
過
程
に
従
っ
て
、
次
の
通
り
に
編
成
し
て
い
る
。

川
一
斉
学
習

I
1基
本
（
類
衆
的
章
段
）

「
に
く
き
も
の
」
（
教
科
書
『
古
文

四
年
三
月
三
省
堂
）

凶
班
別
学
習
｜
応
用
（
類
取
県
的
章
段
）

「
す
さ
ま
じ
き
も
の
」
（
一
二
一
一
段
「
日
本
古
典
全
書
枕
草
子
」
以
下
同
じ
）
・

「
心
ゆ
く
も
の
」
（
二
九
）
・
「
に
げ
な
き
も
の
」
（
四
一
一
一
）
な
ど
一
一
一
段
。

同
一
斉
学
習
E

基
本
（
日
記
・
類
取
県
・
随
想
的
章
段
）

「
関
白
殿
黒
戸
よ
り
」
（
一
一
一
回
教
科
書
）
・
「
鳥
は
」
（
一
九
一
二
）
・
「
男
こ
そ
、

な
ほ
い
ろ
あ
り
が
た
く
」
（
二
五
二
教
科
書
）

凶
班
別
学
習
応
用
（
日
記
・
類
緊
・
随
想
的
章
段
）

ア
清
少
納
言
の
人
生
観
（
宮
仕
え
論
）
｜
「
生
い
先
な
く
ま
め
や
か
に
え
せ

ざ
い
は
い
な
ど
見
て
ゐ
た
ら
む
人
は
」
（
一
二
一
）

イ
清
少
納
言
の
宮
中
生
活
I

「
二
月
つ
ご
も
り
ご
ろ
に
」
（
一

O
一一）

ウ
清
少
納
言
の
言
語
観

l
「
ふ
と
心
お
と
り
と
か
す
る
も
の
は
」
（
一
八

八
）
・
「
文
こ
と
ば
な
め
き
人
こ
そ
」
（
二
四
六
）

エ
清
少
納
言
の
宮
中
生
活
E

「
職
の
御
曹
司
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
、
木
立

ち
な
ど
」
（
七
四
）

オ
清
少
納
言
の
美
意
識
｜
「
木
の
花
は
」
（
三
四
）

3

指
導
過
程

指
導
過
程
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

枕
草
子

大
鏡

九
九

源
氏
物
語
』
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（

展

開

）

③

展

開

E

基

本

↓

応

用

（
一
斉
）
（
個
別
）

六
＋
同
時
間

五
時
間

一一時間



指
導
過
程
は
、
「
導
入
」
↓
「
展
開
I
」
を
「
展
開
E
」
の
導
入
と
も
な
る
よ

う
に
構
造
化
し
て
い
る
。
指
導
過
程
に
沿
っ
た
学
習
活
動
に
よ
っ
て
古
典
を
読

む
力
を
育
成
し
よ
う
と
し
た
。

①
導
入
で
は
、
ア
清
少
納
言
は
新
し
い
女
、
ィ
紫
式
部
の
清
少
納
言
観
、

ウ
悲
劇
を
乗
り
越
え
る
強
い
精
神
力
の
持
ち
主
、
ェ
光
り
輝
く
子
ど
も
の

描
写
、
ォ
高
い
知
性
の
持
ち
主
と
い
う
テ
l
マ
で
五
分
程
度
話
を
し
、
メ
モ

を
取
ら
せ
た
。

②
展
開
I
は
、
ま
ず
基
本
学
習
と
し
て
「
に
く
き
も
の
」
を
読
み
、
「
に
く
き

も
の
」
に
対
す
る
清
少
納
言
と
白
己
の
考
え
方
を
比
較
し
、
清
少
納
言
像
を
考

え
る
。
応
用
学
習
と
し
て
、
類
緊
章
段
の
計
二
四
段
の
題
の
音
い
味
を
全
て
調
べ
、

一
つ
を
選
ん
で
題
名
と
し
て
表
現
す
る
。
問
題
の
清
少
納
言
の
文
章
と
比
較
し
、

感
想
を
書
き
、
清
少
納
言
像
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
た
。
生
徒
の
表
現
は
印
刷
し

て
読
み
合
い
、
感
想
を
持
た
せ
る
こ
と
を
行
っ
た
。

③
の
基
本
学
習
で
は
、
モ
デ
ル
学
習
と
な
る
よ
う
心
が
け
、
表
現
形
態
に
応

じ
た
読
み
を
行
っ
た
。
日
記
的
章
段
は
、
歴
史
的
背
景
を
考
慮
し
、
類
衆
的
章

段
は
、
挙
げ
ら
れ
た
も
の
を
類
別
し
考
察
を
加
え
た
。
さ
ら
に
随
想
的
章
段
で

は
、
歴
史
的
背
景
へ
の
配
慮
と
と
も
に
、
自
己
の
も
の
の
見
方
・
考
え
方
・
感

じ
方
と
も
比
較
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。

応
用
学
習
は
、
ア
文
章
形
態
に
応
じ
た
読
み
、
ィ
比
較
・
分
析
的
読
み
、

歴
史
的
・
文
化
的
背
景
を
考
慮
し
た
読
み
の
方
法
を
学
び
、
応
用
す
る
こ
と
を

中
心
的
な
目
標
と
し
て
展
開
し
た
。

③
展
開
E
の
学
習
活
動
と
育
成
す
べ
き
学
力
と
を
対
応
さ
せ
て
ま
と
め
れ
ば
、

次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

尚

子

習

口

一
川
「
関
白
殿
黒
戸
よ
り
」
は
、
歴
史
的
背
景
を

一
考
慮
し
な
が
ら
、
清
少
納
言
が
こ
の
段
に
込

一
め
た
思
い
を
読
み
取
る
。

一
山
「
鳥
」
は
、
挙
げ
ら
れ
た
烏
を
類
別
し
、
分

一
析
す
る
こ
と
で
清
少
納
言
の
美
意
識
を
考
え

一
る
。

一
同
歴
史
的
背
景
を
も
考
え
な
が
ら
、
自
己
の
考

ぽ
一
え
と
も
比
較
し
、
清
少
納
言
の
考
え
方
を
と

時
一
ら
え
る
。

③
一
一
山
班
（
一

O
班
）
ご
と
に
担
当
す
る
教
材
を
選

択
。
各
二
班
が
同
一
教
材
を
選
択
。

同
班
で
教
材
を
読
み
、
話
し
合
っ
て
ま
と
め
、

プ
リ
ン
ト
し
配
布
。
ま
と
め
は
、
ア
章
段

の
要
約
、
イ
文
法
・
語
句
の
意
味
、
ゥ

参
考
（
背
景
の
説
明
）
、
エ
清
少
納
言
の

見
方
・
感
じ
方
・
考
え
方
の
ま
と
め
か
ら
な

る
c

壬口

動

学
力
育
成

。
作
品
の
あ
ら
す
じ

を
と
ら
え
構
成
を

読
み
取
る
力
。

〈
〉
作
品
の
形
態
や
傾

向
に
応
じ
た
読
み

方
が
で
き
る
力
。

〈
〉
作
品
を
と
お
し
て

作
者
の
も
の
の
見

方
・
感
じ
方
・
考

え
方
な
ど
を
読
み

取
る
力
。

〈
〉
文
体
の
特
色
や
表

現
の
う
ま
み
な
ど

を
感
得
で
き
る
力
。
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④
結
び
は
、
「
清
少
納
言
の
人
物
像
」
と
い
う
題
で
小
論
文
を
書
か
せ
る
。
童
日

き
づ
ら
い
生
徒
に
は
、
枠
組
み
作
文
の
手
引
き
を
与
え
る
。
最
後
に
、
学
習
の

振
り
返
り
と
と
も
に
、
達
成
感
を
求
め
て
学
習
の
記
録
を
各
自
冊
子
に
す
る
0

4

成
果
と
課
題
工
夫
を
中
心
に

授
業
に
あ
た
り
、
五
つ
の
工
夫
を
設
定
し
た
。

ア
清
少
納
言
に
関
す
る
五
つ
の
ス
ピ
ー
チ
ゃ
、
類
衆
的
章
段
一
つ
を
選
び

清
少
納
言
と
同
一
の
テ
l
マ
で
書
い
て
比
較
す
る
活
動
な
ど
に
よ
っ
て
興
味
・



関
心
を
一
定
喚
起
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
イ
指
導
過
程
を
基
本

（
一
斉
）
↓
応
用
（
班
別
）
と
す
る
こ
と
で
学
ん
だ
力
を
応
用
し
て
言
語
活
動
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
つ
け
る
べ
き
学
力
の
音
山
識
的
な
育
成
を
心
が
け
た
。
段

階
的
指
導
過
程
は
、
主
体
的
な
言
語
活
動
の
場
を
応
用
段
階
に
組
み
入
れ
る
こ

と
で
生
き
て
働
く
力
の
育
成
に
効
果
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ゥ
枠
組
み
、
作

文
に
よ
る
手
引
き
を
作
成
し
た
こ
と
が
、
整
っ
た
小
論
文
を
書
く
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
と
考
え
る
。
エ
章
段
（
類
緊
・
日
記
・
随
想
）
の
性
格
に
合
わ
せ
た

読
み
は
妥
当
で
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
実
践
を
重
ね
て

検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
ォ
古
典
を
読
む
力
の
育
成
に
つ
い
て
も
、
今
後
の

観
察
、
調
査
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

お
わ
り
に

A
は
、
授
業
の
活
性
化
を
求
め
て
、
先
行
の
理
論
や
実
践
に
学
び
つ
つ
古
典

の
授
業
を
展
開
し
た
。
方
法
（
工
夫
）
の
有
効
性
を
実
践
を
通
し
て
検
証
し
、

授
業
の
活
性
化
を
確
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
古
典
教
育
に
関
し

て
は
、
関
係
概
念
と
し
て
の
古
典
観
に
基
づ
き
、
学
習
者
に
よ
る
古
典
の
創
造

的
価
値
発
見
を
目
指
す
古
典
学
習
指
導
を
求
め
て
実
践
を
重
ね
た
。
学
習
者
を

古
典
を
学
ぶ
主
体
し
て
位
置
づ
け
、
興
味
・
関
心
・
問
題
意
識
を
重
視
し
、
そ

れ
ら
喚
起
す
る
教
材
の
開
発
・
編
成
を
学
習
テ
l
マ
を
軸
に
行
い
、
基
本
（
一

斉
）
↓
発
展
（
班
別
）
↓
〈
応
用
（
個
別
）
〉
と
す
る
学
習
指
導
過
程
に
沿
っ
て
、

認
識
の
深
化
と
学
力
の
育
成
を
追
求
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
古
典
に
親
し
む
主

体
的
な
学
び
手
を
育
成
し
よ
う
と
し
た
と
い
え
る
。

戦
後
に
お
け
る
古
典
学
習
指
導
の
展
開
は
、
次
の
よ
う
な
特
色
を
持
っ
て
い

る
。
①
一
九
七
0
年
代
以
降
、
「
典
型
概
念
と
し
て
の
古
典
観
」
か
ら
「
関
係
概

念
と
し
て
の
古
典
観
」
へ
と
展
開
し
た
。
②
学
習
者
を
学
習
主
体
と
し
て
学
習

指
導
に
定
位
し
た
。
③
古
典
と
の
対
話
に
よ
る
学
習
者
の
価
値
の
創
造
、
認
識

の
深
化
、
自
己
変
容
自
己
成
長
が
求
め
ら
れ
る
に
到
っ
た
。
④
上
記
①
②
③

に
基
づ
き
、
古
典
学
習
指
導
の
充
実
を
求
め
て
、
次
の
方
法
が
採
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ア
学
習
者
の
興
味
・
関
心
、
問
題
音
山
識
に
培
う
学
習
指
導
。
ィ

古
典
や
関
連
す
る
文
章
の
教
材
化
。
ゥ
教
材
と
学
習
者
と
の
効
果
的
な
出
会

い
と
関
係
性
強
化
の
工
夫
。
ェ
古
典
の
価
値
の
創
造
的
発
見
。
ォ
学
び
の

方
法
を
身
に
付
け
た
主
体
的
な
学
習
者
の
育
成
。

A
の
一
九
八
八
年
度
以
降
の
古
典
教
育
実
践
は
、
古
典
教
育
実
践
史
の
一
九

八
0
年
代
以
降
の
展
開
に
重
な
り
、
そ
れ
を
充
足
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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【注】
＊
l
 
渡
辺
春
美
「
あ
と
が
き
」
（
渡
辺
春
美
『
国
語
科
授
業
の
活
性
化
の
探
究

E

表
現
指
導
を
中
心
に
｜
』
二

O
O
二
年
三
月
渓
水
社
三
八
七
1

三
八
九
頁
参
照
）

本

2

＊
l
に
同
じ
（
三
八
八
頁
）
0

＊
3

＊
l
に
同
じ
（
三
八
八
頁
）
0

＊
4

渡
辺
春
美
「
序
章
国
語
科
授
業
の
活
性
化
を
求
め
て
」
（
渡
辺
春
美

『
国
語
科
授
業
活
性
化
の
探
究

E

古
典
（
古
文
）
教
材
を
中
心
に
』

一
九
九
八
年
八
月
渓
水
社
三
頁
）

＊
5

波
辺
春
美
「
あ
と
が
き
」
（
渡
辺
春
美
『
国
語
科
授
業
の
活
性
化
の
探
究

文
学
教
材
を
中
心
に
』
一
九
九
三
年
八
月
渓
水
社
三
O
四
・
三

O
五
頁
）



磯
貝
英
夫
「
文
学
受
容
の
主
体
性
の
問
題
」
（
西
郷
竹
彦
・
浜
本
純
逸
・

足
立
悦
男
編
『
文
学
教
育
基
本
論
文
集

3
』
一
九
八
八
年
九
月
明
治

図
書
三
二
・
三
六
頁
）

＊
7

大
江
健
三
郎
『
新
し
い
文
学
の
た
め
に
」
（
一
九
八
八
年
一
月
岩
波
新

書
三
二
・
三
五
頁
）

本
8

浮
橋
康
彦
「
古
典
教
育
の
重
視
と
新
生
面
」
（
『
月
刊
国
語
教
育
』
一
九

八
九
年
五
月
号
東
京
法
令
出
版
六
O
頁）

＊
9

関
口
安
義
『
国
語
教
育
と
読
者
論
』
（
一
九
八
六
年
二
月
明
治
図
書
）

本
山
益
田
勝
実
「
古
典
文
学
の
教
育
」
（
西
尾
実
編
『
文
学
教
育
』
一
九
六
九

年
八
月
有
信
堂
）

＊
日
長
谷
川
孝
士
「
中
学
校
に
お
け
る
古
典
の
学
習
指
導
」
（
長
谷
川
孝
士
編

著
『
中
学
校
古
典
の
授
業
全
国
実
践
事
例
』
一
九
七
三
年
二
一
月

右
文
書
院
八
頁
）

＊
ロ
渡
辺
春
美
「
〈
『
伊
勢
物
語
」
み
や
び
の
世
界
を
歩
く
〉
の
試
み
」

（＊

4
に
同
じ
。
八
六
頁
）

＊
日
増
淵
恒
吉
「
教
材
研
究
法
序
説
」
（
『
国
語
科
教
材
研
究
」
（
一
九
七
一
年

四

月

有

精

堂

二

1
二
七
頁
参
照
）
、
回
近
淘
一
「
国
語
学
力
論
の
構

想
」
（
「
国
語
科
教
育
l

国
語
学
力
論
と
実
践
の
課
題
』
一
九
八
三
年
二

月

明

治

図

書

三

九

1
五
六
頁
参
照
）

＊
日
渡
辺
春
美
「
国
語
科
授
業
活
性
化
の
試
み
『
枕
草
子
』
の
学
習
指
導
の

場
合
」
（
『
研
究
紀
要
』
三
二
号
一
九
九
六
年
三
月
大
下
学
園
祇
園

高
等
学
校
）

＊
日
「
関
係
概
念
」
に
つ
い
て
は
、
古
典
は
、
主
体
的
に
、
こ
と
ば
の
契
機
を

と
お
し
、
文
学
と
し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
で
、
現
代
を
生
き
抜
き
、
未
来

＊ 
6 

を
開
拓
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
時
出
現
す
る
、
関
係
概
念
・
機
能
概
念

と
す
る
益
田
勝
実
の
古
典
観
に
よ
っ
た
（
益
田
勝
実
「
古
典
文
学
の
教
育
」
、

西
尾
実
編
「
文
学
教
育
』
一
九
六
九
年
年
八
月
有
信
堂
二
五
六
・
二

五
七
頁
参
照
）
0

（
高
知
大
学
教
育
学
部
）
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